
箱鏑凋=何稽のざごを識七みてば左籟塗れた乞蓉鰄跡域外て
しまった頭だが､短い採集記録薮墨書職るだ轆些"報告例の少ない鱗粉蕊を
つけた蛾」の採集例を報告する。 ‘ ¥". f:￥･ ； I : ざ .:． ． 『 ､ 'と , ･ ‘ , , ｣ :

X■ 』蝦 ：… ； :: ル 鈍り －…fiX% 恩 ､ﾙｰ ,, ．‘了 、"X :倉､ J？ ‐

196S挙雰月溌垂日に笠形山々麓（兵嬢県神崎郡市ﾉIﾄ鯛iで砂夜間採集で

ウスオビトガリメイガ(ヘリグロトガリメイガナ舳鰄切伽s峨螺Bitler!をm
exs採集した。 うち、蝿舘が頭部に花粉瀧らけそいた(Fig:1) 。 ？←
花粉塊嚇域釜が左右雄娠禧i奉錯獄蔑1e=が餓廷､re"瑳眼に、
1本付着していた｡付識辮榊嘩篝室奪譲転雰鍾牢奪i北村

堯熟蝋灌妻餓競差鯏辮篝鰡鴬墓量。
力鰡蕨尭獄妻謬篭堂勇鰐響辮鰯鰡
("ドシ象ソ”等§曇拶ガ類で｡垂柳セウスオエ蜜シ”､ルグ種八‘獅専王蜜シャ
ク、ｴグﾘスﾏｴダｼｬｸ) 、ヤガ類で2例(”学■榊龍”ざ筋■苧ﾝク
チバ)である。 『f:鐸要

一度に同一種が9exsも花粉塊をつけて擁婁さ拠る〃はぜ貧稀職逗と!と思われ

る。丁度この時期がウスオビトガリメ■爺,ガの熱盛期塗Ⅲ易シ科植物の開花毯がうま
く一致したのであろう。 4 ､き: :ﾐ ﾎ誰； ，"ﾄ ! {ﾘﾐ 』 闇:?》 〈 ‘ ; I ( ≦ ｝ 愛 』 ＃■

1968年7月21日に採集したメイガ類は下記の通り。 ()内は採集数。和
名わ漁記す。
＊ツトガ亜科

ナカグロツトガ。

＊ノメイガ亜科

ゴマダラノメイガ、クロオビノメイガ、ウスムラサキノメイガ、フタマタノメ

イガ（2） 、 ヨスジノメイガ（3） 、マタスジノメイガ、シロモンノメイガ、モモ

ノゴマダラノメイガ、シロテンキノメイガ（6） 、 クロスジキンノメイガ、コヨ

ツメノメイガ（2） 、ホソミスジノメイガ、モンシロクロノメイガ、ツチイロノ

メイガ、オオツチイロノメイガ､ ヨツボシノメイガ（2） 、クワノメイガ（2） 、
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キササケノメイガ､モンキクロノメイガ（3） 、へリジロキンノメイガ（2） 、

モンスカシキノメイガ（2） 。

＊ミズメイガ亜科

マダラミズメイガ。

＊ツツリガ亜科

フタスジツヅリガ。

＊フトメイガ亜科

オオフトメイガ（4）ナカジロフトメイガ（3） 、ナカムラサキフトメイガ。

＊シマメイガ亜科

ナカアカシマメイガ、ツマキシマメイガ（5） 、 アカシマメイガ、 クシヒゲ

シマメイガ（3）ギンボシシマメイガ(21) 。

＊トガリメイガ亜科

ウスオビトガリメイガ(10) (Fig. 1) 、 ウスベニトガリメイガ。

＊マダラメイガ亜科

ミカドマダラメイガ。

尚、上記の記録を調べていて、アオフトメイガに（頭部に花粉が付着） とあるの

をみつけた。

154アオフトメイガ〃#加礎0"'"" (Walker)6－Ⅶ-1961(頭部に花粉が付

着） とある。

採集地は兵庫県多可郡黒田庄町（西脇高校黒田庄分校々舍）

標本を調べると、左の複眼に2本が付着。右の複眼に途中で折れた花粉塊柄が

1本付着していた。
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この小文を書くに擁〃前波鉄也氏の報文を全両的に引用させてもろ画たる・
心から識する●また↓｣”年訪の識を書く謹会垂与尭て志きった､編集考相
坂耕作氏にお礼もうしあげる。

参考・引用文献

,､井上寛｡杉繁郎.森内茂ほか:1982.日本産蛾類大図塞、講談社
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4.北村四郎f村田源･小山鉄夫:ﾕ9“･原色日本植物図鑑(下)､保育社
5.池田二三嵐1g66｡おしゃれな蛾（カンザシをさしたアカテンクチバ）・
昆虫と自然Vol.l,No.9 インゼクト・アルバム（読者の写真)
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I . ． 、

と自然Vol.2,No.1 P.38

付記 椿粉塊をつけたハチ ＆ ・

他の昆虫での報告例は、前波氏の報文によると、 『石原（新昆虫lO(8) :14

=ら,胸ら手)愉職エビネの花粉塊を付けたミツバチで初めてこれを報じざ:この花粉

塊を「カンザシ」と呼んだ』そうである．その後、坂部・池田氏は（､カツザジを

さしたアカテンクチバ:昆虫と自然重'い〉ユg67》で瞬近単§:三重県下で隊膜翅

目、 ミ‘ツバヂ科め二:ツポツピク蕊ナガハナバチにラン科の花粉のカンザシが発見さ

れ話題となり（山下等'l963)』と報じている。

外国ではラン科植物とくにフタバラン(Opl]rysノとハチ類との関係について

詳細な研究がなされていようである。その一端が「擬態:W.ヴィックラー・羽

田節子訳」(平凡社ず:垂鰯｡）:に記されている.同書の239頁には、ムシラン

《OpjM-ys inse鰯灘織毒#鰯菰とヒゲナガバチの雄が雌バチに似せた花に

交尾しようとしてい墨|園塗篭鍾鵜鳥､‘顔“偶像雛秘を診蹄潅図が示されてい
る。238頁にはオース搾喜載溌産のう;灘；塵墾唾ヅ1もステイリス(Cryptos亡

y』iS Zep亡｡"""■垂■錘癖州墨墓雛卯璽〃ZaS伽』p伽c亡a亡aと
いう）ヒメバチの雄鯛雛蕊嬢泌畿義職魁てい鐡図鐘そ②結果､雄バチの腹部後
方の背面に2個の花粉塊が付着している図ががかれている。

［進化］の79頁には、坂部、池田も指摘している様に、花粉塊を頭部につけた

ハチが飛んでいる写真が掲載されている。
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： ‘、、 : ジ㈱『 ・ ‐ ‘ ‐ 鰯くい"iW7 ! :. : ;. 才

‘ ， ､ ，‐ f ザーー , 、 ・ 、 ： ‘ ． ． ‘

ミカコ匡リソウから星ズギタ､三三三テオミぞアニ〆ニモン′
‐ ・ i＝ ‘ ・ 寺. f -,# ･ ･ j i jw . ・ 。.。

の週y豆真を･3乗集 一 一 ” ■
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， ．■ ．P ． ． ‐ も‐ ； 。‐ 、 ． ‐ ． 〈 '‘ ，－ ， ． ：

19“年7月'2日に笠形山でメイガの幼虫探しをし工いるとき､ミカエリソウ
」 ． ;： ： ‘ j1 ‐ 《 、 ､' ’｡.、 9 、ノ ‘'､． ‘ ．

(しそ科)でヤカらい勧虫享邸曼拳媛鐵曼乳了即ｱ圖戦墨雲旧に蝋増し、
うちleXが9月24日に羽化したが歌鋤瀧ん羅議までiの鰯なか画たゅ:漣の蛾を

ながめていると､どうもスギタニアオモン(ス鐸タニァオケン篭ソ)焔しぐ歌凌.

た。その後1％ら年にも採集したが羽化に失敗ol967年g'月17日潅採集むた

幼虫がn月lO日に羽化して(4ex副、ズ蘂タニアオ毛シ(ヌギタ室アオヶン

モン)と同定できた6四年譲りに解決したき罷録は以下のとIおりざ〃I 《ﾙ 〈 し 『■
、 ざ

‐ ， Ⅲ ． ！ ， ギ ． F 1 －．･"@"=W"""""QI・， … ： , ．!ダ． 、 ‐ゞ 1 ． ．， 、 ， ・ ． ： ‐ ‐
6ｽギﾀﾆｱｵｹﾝﾓﾝ･"'"&”j'耐i”皿I』""ia>:『/凡〃…24-Ⅸ－1%4,,.冨班,9sァ“,』雪1-畦立菖Ⅸ-,g"(a):姦窪壷
育して羽化させたもの(食草:ミカ聖リソウ;C"""!"""ef鍵〃鞭雌j
｛笠形山）。 、 j ." " i ゞ 〆h ，鐙。 ？ ■≦ ‘ ( ~ _";≠: ! ; 5 :恥§､

30年も昔の記録を発表謙るよう勧めで下さづた絹坂耕作氏膳お礼もiうじあげる。
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